










































健康的な体を育むための生活習慣
　子どもの肥満傾向の悪化、生活習慣病の若年化の背景には、「運動（運動あそび）、食
事、休養及び睡眠」といった基本的な生活習慣を幼少期に身に付けられないことが指摘され
ています。健康的な体を育むための生活習慣の重要性について、子どもだけではなく、保護
者、さらには社会全体が十分に認識することが必要です。保育・教育現場や行政、地域、医
療関係者がより一層協力していくことが求められています。また、今後さらに子どもの生活習
慣と肥満や体力運動能力との関連、将来的に生じうる影響などを、より詳細に検討していくこ
とも必要です。
　震災からの復興というゴールのない混とんとした毎日は、子どものみならず、その保護者、教
育現場、子どもの成長に携わる関係者にとっても過酷な日々です。一番大事なのは、新しい
環境のもとで一日も早く新しい日常（new normal）をつくり順応することです。子どもは大きな
恐怖の体験と、長期に及んだ活動制限、そして変化した生活習慣のなかで、物を言わずに
じっと明るく元気に振る舞っています。そして、今後子どもの心と身体がどのように変化してい
くのか、私たちはしっかりと見守らなくてはなりません。
　最後に、復興とは元通りになるだけでなく、新たな社会、新たな仕組みをつくりあげることだ
と思います。特に、子どもの生きる環境（成育環境）の再構築が喫緊の課題と考えています。
地域の人たちが子どもに寄り添い、そして次世代の社会を支える子どもの健やかな心と身体
を育まなくてはなりません。子どもの安全な居場所と、健康な心と身体を育む社会、つまり子ど
もが活き活きと遊び学べる環境、心が安定していられる家庭、明るい未来を想像できる地域の
活力を、いかにつくり出すことができるのか、私たちは子どもから大きな課題を出されているの
ではないでしょうか。
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